


 「むかしむかし あるところに おじいさんとおばあさんが・・・」といった定番の素語り

を行っております。お話には悪いおじいさんが登場し、お話を盛り上げていく重要な

役割を果たしてくれます。

ふと、重要な役割とは何か？と感じたことがありました。お話の内容を展開し盛り上

げていく為に、相反する人物を比較対象として登場させることで理解がやさしく内容

が面白くなります。つまり、善悪（陰陽）はどちらも必要な存在となります。

日常生活では、悪い陰なる人物や物事はなるべく避けたいと思うのが人情です。しかし、光があれ

ば影があるように、自然界においても陰陽は至る所で見つけることが出来ます。例えば、棒磁石はそ

の両端にN極とS極が存在しますが、それを真ん中から切り離したとしても２つに分離された棒磁石

には新たなN極とS極が発生するだけです。よって、陰陽は分離できるものではなく互いに必要な存

在であることを意味しているように思えてなりません。それでは、陰の役割とは何なのでしょうか？

誰もが人生において上手くいったこと、いかなかったことを経験していることでしょう。

しかし、それは短期的な視点ではそのように感じるのであって、より長期的な視点では上手くいか

なくて良かったと感じることがあります。あの時、陽なる経験として通り過ぎていたとしたら、自らを省

みることのない人間になったであろうと想像出来るからです。

つまり陰は陽へ向かう触媒の役割を果たしたことになります。まさに人間万事塞翁が馬です。

こども達はいずれ社会へ出て陰陽問わず様々な経験をしていくことでしょう。

その貴重なる経験から高い品性を身につけた立派な人物に成長していくことでしょう。

～裏方より～

一年で一番昼の長さが長い時期です。

外にいる時間も長くなってきますが、本を

開く時間も、一日の中で少しでもあった

らうれしいです。

さて、今回ご紹介しますのは、クリス・ホー

トンの絵本です。絵が印象的？登場人物

（？）の目が印象的な絵本作家さんです。

紹介するのは、『もしかして・・』（クリス・

ホートン作 木坂涼訳 ＢＬ出版 2021

年刊）です。

主人公は３匹の子ザル。手足の長い、目

のクリﾂとした子ザルたち。お父さんザル

は、出かける前に「マンゴーの木のところ

には ぜったいにいくなよ」と言っていきま

す。なぜって、トラがいっぱいいるから。で

も、子ザルたちは、マンゴーが大好き。

「でもさ。」と考えます。「もしかして・・・み

るだけなら」３匹はよーく注意して、よくよ

く見て、トラいる？どこにもいない！「もし

かして、手のとどきそうなマンゴーなら、

とってもいいんじゃない？ね？」

トラなんていない、いない。と言いながら、

マンゴーの木のところに行って、マンゴー

をムシャムシャ。そこに、トラたちがやって

きます。にげろー！！ ジャンプだー！！のぼ

れー！！ようやく、お父さんから言われた元

の場所に戻れました。

『もしかして・・・』
クリス・ホートン 作

木坂 涼 訳
BL出版 20２１年刊

３匹が固まってドキドキしているところへ、

お父さんが帰ってきます。 「どうして きょ

うは こんなにトラがいるのかなぁ。おまえ

たちも みただろ？」子ザルたちは「う・・う

ん。そ・・そうだね。なんだかしらないけ

ど。」と、知らん顔。そして、お父さんが、

「バナナを取りに行きたいんだが、こまっ

たなぁ。」 と言うのを聞いて、子ザルたち

は、またつぶやきます。「もしかして・・・」さ

てさて。あとは想像におまかせ。

この絵本、子どもたちの絵を見る目を信

じて、お話の中に書いてある言葉だけを

読んであげてください。きっと、子どもたち

が絵の中に見つけたことを教えてくれま

すよ。文字を追っている大人より、ずっと

良い目を持っていますから。

この作家のほかの絵本も読んでみてくだ

さいね。『どうする ジョージ！』（2014年

刊）も、大人は「あ～あ、やっちゃった。」と

笑っちゃうけど、子どもたちにとっては、ド

キドキがとまらない、心配な本かもしれま

せんよ。
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